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第４章 計画の基本的な考え方 

 

１ 基本理念 

 

 

 

市民・企業・関係団体・行政のパートナーシップで健康づくりに取り組む姿勢を

表し、年齢・性別・病気や障がいの有無に関係なく全ての人が、よりいきいきと積

極的な生き方ができるまちを目指します。 

 

２ 基本目標 

 

 

 

〇平均寿命の伸びを上回る健康寿命の伸びを目標とし、不健康な期間が短縮すること

を目指します。 

〇早世の予防※及び生活習慣病予防、介護予防をより一層推進し、健康寿命の延伸を

目指します。 

〇人々が自然に健康になれる環境と、それらに誰もがアクセスできる基盤の整備や、

社会とのつながりといった環境の質の向上を目指します。 

 

３ 基本方針 

これまでの「健康たかおか輝きプラン(第２次)」の取組や課題を踏まえ、①～③の

健康たかおか輝きプラン(第２次)の重点取組は継承し、新たに２つを加えた５本柱を

基本方針として取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

※ 早世の予防：高齢になる前、若くして亡くなることを防ぐことです。 

 

 

みんなでつくろう 

すべての人が健やかで心豊かにいきいきと暮らすまち 高岡 

「健康寿命の延伸」 

「誰もが健康行動にアクセスしやすい社会環境の構築」 

① 望ましい生活習慣の確立と生活習慣病の発症予防 

② 生活習慣病の重症化予防 

③ 住む人が健康になるまちづくり 

④ 社会とのつながり・こころの健康の維持及び向上 

⑤ 今を未来につなぐライフコースアプローチ 
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①望ましい生活習慣の確立と生活習慣病の発症予防 

 「栄養・食生活・飲酒」、「身体活動・運動」、「休養・睡眠」、「喫煙」、「歯・口腔の健康」

の項目ごとに目標値や具体的取組方法を示し、生活習慣病予防に取り組みます。 

 

②生活習慣病の重症化予防 

 三大生活習慣病（がん、心疾患、脳血管疾患）による死亡者が死亡者全体の半数以上を

占め、国・県と比較し、がん、脳血管疾患の死亡率や糖尿病の有所見者割合、喫煙率が高

い等の状況がみられます。「がん」、「循環器疾患」、「糖尿病」、「慢性閉塞性肺疾患(COPD)」

の項目ごとに発症予防及び早期治療や治療継続による重症化予防を図ります。 

 

③住む人が健康になるまちづくり 

 生活習慣病の予防のためには、日ごろから自分自身の健康状態に関心を持ち、健康管理

を行うことが重要です。健康づくりに取り組むことは個人の努力だけでは限界があり、個

人の行動を後押しする社会環境からの働きかけを進めます。 

また、行政内部・官民の連携を図り、幅広い社会資源を活かした取組を進めます。 

 

④社会とのつながり・こころの健康の維持及び向上 

 心身の健康を保持・増進するためには、社会とのつながりをつくることが大切です。人

と人とのつながりや地域の組織や団体間のつながりを築き、深め、支え合うことができる

よう取組を進めます。 

 ストレス社会といわれる現代では、個人に対する取組を進めるとともに、職域全体で仕

事と生活の調和がとれた働き方を推進できる環境づくりを進めます。 

 

⑤今を未来につなぐライフコースアプローチ 

 人生 100 年時代が本格的に到来するにあたり、胎児期から高齢期に至るまでの人の生涯

を経時的に捉えた健康づくり（ライフコースアプローチ）の重要性が高まっています。 

 例えば、胎児期から乳幼児期（就学前）には、妊婦をはじめ周囲の大人の生活習慣が、

その後の子どもの健康に大きな影響を与えます。また、学齢期（小学校から高校生相当）

の子どもの生活習慣や健康状態は、成長して青壮年期を迎えた際の健康状態、さらには次

世代の健康にも影響を及ぼす可能性があります。 

ヘルスリテラシー※の向上や適切な食・運動習慣の継続など、生活習慣の改善が将来的な

生活習慣病の罹患リスクの低減につながることから、これらを踏まえた取組を進めます。 

 

 

                                         

※ ヘルスリテラシー：健康や医療に関する必要な情報を入手し、理解して活用できる能力のことをいいます。 

 

 

新 

新 
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～健康寿命をのばす 10 の習慣～ 

健康づくり市民行動目標「健康たかおか☺10 か条」を引き続き推進します 

 

「健康たかおか☺10 か条」とは、生活習慣の改善や生活習慣病の予防等に向けて、市民の

皆様に取り組んでいただきたい 10 の習慣です。 

「健康たかおか☺10 か条」が実践されるよう、普及啓発を図っていきます。 

 



健康増進計画の体系

①望ましい生活習慣の確
立と生活習慣病の発症予防

②生活習慣病の
重症化予防

③住む人が健康になる
まちづくり

④社会とのつながり・
こころの健康の維持及び向上

栄養・食生活・飲酒

身体活動・運動

休養・睡眠

喫煙

歯・口腔の健康

がん

循環器疾患

糖尿病

慢性閉塞性肺疾患

つながりを持つことができる
環境整備

・地域、ボランティア、包括連携協定締結民間事業者等と連携し、講座等の
充実を図り、市民の体験機会を拡大し、地域の人々とのつながりや様々な
社会参加を促進

・健康づくりを支える人材の育成（健康づくり推進員の認知度を高める）
新・より多くの市民が参加できるよう、オンラインでの講座を実施
新・健康アプリで、個人で取り組む健康づくりを後押し
新・健康づくり活動の情報を健康アプリに集約し、市民や事業者等、多様な主

体が活動に参加するマッチング、コーディネートを行うことで、地域の健
康づくりを活性化

・住民が主体的に健康で住みよいまちづくりを進め、住民同士が気にかけあう
関係性を育むための「地域づくりへの支援」を重視

・こころの健康を保つための取組を推進 (職場のメンタルヘルスを含む)

⑤今を未来につなぐ
ライフコースアプローチ

・ライフコースに応じた食育を推進
・地域、職域等と連携し、望ましい食生活を推進
・適度な飲酒量の普及・啓発

・ライフコースに応じた運動習慣形成を推進
新・健康アプリの健康管理機能(体重、歩数等)を活用し、より個人に応じた効果

的な保健指導を実施

・十分な休養等によるストレス解消や、望ましい睡眠習慣の普及・啓発

・妊産婦と配偶者及び乳幼児の保護者への周知啓発
・喫煙・受動喫煙や禁煙が、健康に及ぼす影響に関する知識の普及・啓発

・ライフコースに応じた歯と口腔に関する指導及び周知啓発
・歯科検診の受診勧奨

・がんにかからないための生活習慣についての正しい知識の普及・啓発
・効果的で精度の高いがん検診の実施 ・検診と精密検査の受診勧奨

・検診・健診の受診勧奨
・検診・健診結果に基づき精密検査や各種保健指導を勧奨し、早期治療や生活
習慣改善につなげる

新・個人の健康、医療、介護に関する情報(PHR/ﾊﾟｰｿﾅﾙﾍﾙｽﾚｺｰﾄﾞ)のデータ分析
により、個人に応じた効果的な保健指導を実施

次世代
〇胎児期(妊娠期)・乳幼児期(就学前)

〇学齢期(小学生から高校生相当)

青壮年期
〇青年期(高校卒業相当から39歳)

〇壮年期(40歳から64歳)

高齢期
〇高齢期(65歳以上)

保健・医療・福祉等への
アクセス

※性差や年齢を加味した取組を推進 ・早寝・早起き・朝ごはん、身体を
動かす、歯磨きを習慣にする

・心身の不調、悩みや困りごとが相談
できる

・自分の健康に関心を持つ
・ライフスタイルを見直して、自分が
できる健康づくりの取組を続ける

・しっかり食べ、よく噛む
・歩く力や筋力をつける
・社会参加をして人とのつながりを
保つ=フレイル・認知症予防

こころの健康

ライフコース
の範囲

めざす
ところ

基本的方針 取組分野・領域 施策の方向性・展開
健康たか
おか😊10
か条

第１、２条

第３、４条

第６条

第８条

第５条

第９条

第10条

第７条

第７条
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